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主
張] 

六
月
二
十
八
日
お
よ
び
二
十
九
日
と
開
催
さ
れ
た

Ｇ
２
０
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
出
席
後
、
米
国
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は

韓
国
を
訪
れ
、
同
国
文
在
寅
大
統
領
と
会
談
し
た
。
そ
の
後
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
文
大
統
領
は
南
北
の
非
武
装
地
帯
を
訪

れ
国
連
軍
部
隊
を
視
察
し
た
後
、
板
門
店
で
電
撃
的
な
米
朝

首
脳
の
対
面
と
会
談
を
お
こ
な
っ
た
。
米
朝
関
係
は
本
年
二

月
の
ハ
ノ
イ
で
の
米
朝
首
脳
会
談
以
後
、
停
滞
気
味
と
な
っ

て
い
た
が
、
こ
の
た
び
の
板
門
店
で
の
首
脳
会
談
に
よ
り
、

米
朝
交
渉
が
進
展
し
、
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
と
東
ア
ジ
ア
の

緊
張
緩
和
の
新
た
な
一
歩
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。 

                    

こ
の
た
び
の
米
朝
首
脳
会
談
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
の
呼
び
か
け
が
き
っ
か
け
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、

事
前
に
米
朝
首
脳
間
で
親
書
の
や
り
取
り
が
な
さ
れ
、
ま
た

中
国
習
近
平
主
席
も
Ｇ
２
０
直
前
に
北
朝
鮮
を
訪
れ
て
い
る

な
ど
、
あ
る
程
度
の
下
準
備
は
な
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。 

そ
う
す
る
と
安
倍
首
相
は
、
直
前
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
た

Ｇ
２
０
の
議
長
で
あ
り
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
も
会
談
し
て

お
り
、
文
大
統
領
と
も
会
談
を
お
こ
な
う
機
会
は
あ
り
な
が

ら
、
こ
の
た
び
の
米
朝
首
脳
会
談
の
実
現
に
関
す
る
関
係
各 

                   国
の
取
り
組
み
か
ら
、
完
全
に
除
外
さ
れ
、
蚊
帳
の
外
に
あ

っ
た
と
い
え
る
。
Ｇ
２
０
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
は
米
中
貿
易
摩
擦

や
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
な
ど
重
要
な
テ
ー
マ
が
あ

り
な
が
ら
目
立
っ
た
成
果
は
な
く
、
実
質
的
に
は
Ｇ
２
０
直

後
の
こ
の
米
朝
首
脳
会
談
が
最
大
の
外
交
上
の
話
題
と
な
り
、

ま
た
成
果
と
も
な
っ
た
。
安
倍
首
相
の
面
目
は
完
全
に
丸
つ

ぶ
れ
と
な
っ
た
。 

 

Ｇ
２
０
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
な
ぜ
か
文
大
統
領
の
存
在

感
が
な
い
よ
う
な
報
道
が
一
部
で
な
さ
れ
た
が
、
本
当
に
存

在
感
が
な
い
の
は
誰
な
の
か
、
私
た
ち
は
よ
く
考
え
る
必
要 

 

1 部 1000 円 

（別途送料 160 円） 

本
号
の
内
容
【
主
張
】
米
朝
首
脳
、
板
門
店
で
三
度
目
の
対
面
実
現 

「
外
交
の
安
倍
」

は
ど
こ
に
い
っ
た
の
か
（
木
川
智
）
…
１
／
【
連
載
】
ア
ジ
ア
放
浪
記
―
歴
史
を
掘
り

起
こ
し
日
本
を
見
る-

２
９-

タ
イ
編
⑤
（
仲
村
之
菊)

…
３
／
花
瑛
塾
六
月
活
動
報
告
…

４
／
【
記
録
沖
縄
戦
】
④
軍
民
・
日
米
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
（
沖
縄
戦
史
研
究
会
「
棒

兵
隊
」）
…
１
０
／
【
談
話
室
】
ト
ラ
ン
プ
「
安
保
見
直
し
」
発
言
に
踊
ら
さ
れ
る
な
…

１
９
／
お
知
ら
せ
・
編
集
後
記
…
２
０ 

 

神
苑
の
決
意 

主
筆 

木 

川 

智 

米
朝
首
脳
、
板
門
店
で
三
度
目
の
対
面
実
現 

 

「
外
交
の
安
倍
」
は
何
処
に
い
っ
た
の
か 

 


